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学位論文審査結果報告書 
平成 31 年 1 月 31 日 

大学院医学研究科長様： 
 

下記の通り、学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 
氏名    Winnugroho Wiratman 
学位論文名  
Assessment of Cognitive and Motor Skills in Parkinson’s Disease by A Robotic Object 
Hitting Game 
仮想現実空間でのゲーム課題を用いたパーキンソン病の認知・運動機能評価 

 

パーキンソン病(PD)患者は、運動機能の障害に限らず、認知機能にも多彩な障害を認めるこ

とがあるが、日常生活に類似する現実的な場面で、運動機能と認知機能を同時に評価した研

究は少ない。本研究では、ロボットアームを使用した物体捕捉・回避課題(Robotic Object 

Hitting Game: ROHG)を用いて、Levodopa 服薬時および非服薬時の PD 患者における運動お

よび認知機能障害を、同時かつ定量的に評価し、標準的運動機能評価スコアである MDS-

UPDRS part III や標準的認知機能評価試験である MMSE, FAB などの結果と比較した。 

本研究の結果、ROHG で得られた運動障害指標は、MDS-UPDRS part III と有意な相関

を示す一方、認知障害指標は標準的認知機能評価試験である MMSE, FAB などの結果と基本

的に一致した。また Levodopa の服薬は運動障害指標を有意に改善したが、認知障害指標は

改善しなかった。 

本研究は、パーキンソン病(PD)患者の運動および認知機能障害評価における ROHG 利

用の有用性を明確に示し、今後の臨床利用に向けての基礎的データとして学術的意義が高

いものである。したがって論文審査委員の総意として本研究論文は学位論文に値すると判

断した。 

なお、本論文は審査会の時点で、Frontiers in Neurology に受理されたことを付記する。 

 

論文審査委員 主査 永福 智志 

       副査 板垣 俊太郎 

       副査 藤井 正純 

 

 


